
3.2 概要 

1／1 

 
 

｢インターKX顧問先情報 Ver.3.2｣での対応内容についてご案内します。 
 

1.データの利用について 
データ移行対象バージョン・・・Ver.3.0以降 

上記のバージョンからデータ移行が可能です。 

 

旧バージョンプログラム及びデータとの共存はできません。 

セットアップＣＤ－ＲＯＭには、官公庁データ（2010年4月1日現在）が収録されています。 

2.システムの対応内容 

1．関与先名簿の様式変更 

●東京国税局用 

・「関与先件数 （内 法人 件、個人 件）」欄を削除しました。 

・1 ページ目の明細行を 9 行→10 行に変更しました。 

●大阪国税局用 

・注記の文言を変更しました。 

2．職員名簿の様式変更 

●東京国税局用 

・「従業員数 （内 有資格者）」欄を削除しました。 

・1 ページ目の明細行を 9 行→10 行に変更しました。 

・明細の項目名「事務の内容」を「業務の内容」に変更しました。 

●名古屋国税局用 

帳票下部の注記の記載内容を変更しました。 

3．顧問先プロフィール 
・顧問先プロフィール入力の一覧画面、および顧問先リストにおいて、指定した並び順を 

保存し、次回起動時に保存した並び順で表示するように対応しました。 

・顧問先プロフィール入力の「営業実績」および「消費税額実績」において、期首日付の 

入力により期末日付を自動設定（期首日付の１年後－１日）するように対応しました。 

4．職員プロフィール入力 
東京国税局用の職員名簿（従業員名簿）の様式変更にあわせ、項目名「事務の内容」を 

「業務の内容」に変更しました。 

5．システム起動時の変更 
システム起動時に、「今回の変更点」（機能アップ等の解説資料）を自動起動するように対応 

しました。 

6．電子マニュアルの対応 
PDF 化したマニュアルをプログラムから開くことができるように対応しました。 

メニューバーの「ヘルプ」の右側に「マニュアル」と、ツールバーに＜マニュアル＞ボタン

を追加しました。 

7．ターミナルサービス対応について（ネットワーク版のみ） 
Windows Server 2003／Windows Server 2008 のコンピューターをターミナルサーバ

ーにして、リモートデスクトップ接続により顧問先情報システムを利用することができるよう

になります。応援スタンドアローン版は、ターミナルサービス環境下での使用は動作保証外と

なります。 

3.データの互換性 
応援シリーズのスタンドアロ－ン版との双互換はありません。 

インターKX 版の「新しいデータへの変換」機能を使用してスタンドアロ－ン版データ（Ver.2.2 以

降）をインターKX へ移行することは可能です。（このとき、データ変換を行うクライアント PC に

スタンドアロ－ン版の顧問先情報プログラム、およびデータが登録されている必要があります） 

同一バージョンであれば、応援ネットワーク版データとバックアップ・リストアでの移行は可能です。 

｢インターKX顧問先情報｣ 様式変更対応版 概要(Ｖｅｒ.3.2) 

概要のバージョンの表記について 

「Ver.3.2」のように小数点以下 2 桁目は省略して 

記載しています。正確なバージョンはシステム起動後

の［ヘルプ］-［バージョン情報］で確認できます。


